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桜
川
流
域
自
治
体
（
桜
川
市
、

筑
西
市
、
土
浦
市
、
つ
く
ば
市
）

で
構
成
さ
れ
る
桜
川
改
修
期
成
同

盟
会
が
、
10
月
11
日
、
国
土
交
通

省
お
よ
び
財
務
省
を
訪
れ
、
桜
川

の
改
修
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

　

当
日
、
国
土
交
通
省
で
は
、

藤ふ
じ
ま
き巻

浩ひ
ろ
ゆ
き之

水
管
理
・
国
土
保
全
局

長
に
、
ま
た
財
務
省
で
は
、
菅す

が
の野

裕ゆ
う
と人

主
計
官
に
要
望
書
を
直
接
手

渡
し
ま
し
た
。

　

山
口
地
区
の
鏡
ヶ
池
が
源
流
の

　

４
月
か
ら
水
道
整
備
・
管
理
行

政
が
厚
生
労
働
省
か
ら
国
土
交
通

省
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

初
め
て
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

10
月
３
日
に
国
土
交
通
省
関
東

地
方
整
備
局
を
訪
れ
、
矢や

ざ
き崎

剛ご
う
き
ち吉

河
川
部
長
に
、
ま
た
10
月
11
日
に

は
国
土
交
通
省
を
訪
れ
、
松ま

つ
ば
ら原

英ひ
で

憲の
り

大
臣
官
房
審
議
官
に
、
そ
れ
ぞ

れ
要
望
書
を
手
渡
し
、
持
続
可
能

な
水
道
事
業
の
基
盤
強
化
に
向
け

た
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
今
後
、

市
で
は
水
道
管
路
の
耐
震
化
や
老

朽
施
設
の
更
新
な
ど
、
安
全
で
安

桜
川
の
水
害
対
策
強
化
を
国
へ
直
接
要
望

水
道
事
業
に
関
し
て
国
へ
直
接
要
望

�

■
問
合
先
／
建
設
課
（
☎
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１
１
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表
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■
問
合
先
／
水
道
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）
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桜
川
市
女
性
団
体
連
絡
会

（
塩し

お
や谷
み
ち
子こ

会
長
）
か
ら
、

市
内
の
小
・
義
務
教
育
学
校
で

使
用
し
て
ほ
し
い
と
、
手
縫
い

の
雑
巾
５
０
０
枚
の
寄
贈
が
あ

り
ま
し
た
。

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

つ
く
ば
支
社
（
幸ゆ

き
も
り森
真ま

さ
と人
支
社

長
）
か
ら
、
市
民
の
た
め
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
、
３
０
２，

４
０
０
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し

た
。

稲川教育長に手縫いの雑巾を手渡す桜川
市女性団体連絡会の皆さん

大塚市長に寄付金を手渡す明治安田生命
保険相互会社の皆さん

桜
川
は
、
筑
西
市
、
つ
く
ば
市
、

土
浦
市
の
水
田
地
帯
や
市
街
地
を

経
て
霞
ヶ
浦
へ
注
い
で
い
る
一
級

河
川
で
す
。
当
河
川
は
、
継
続
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
未
だ
護
岸
未
整
備
区
間
が
あ

り
、
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
水

害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
、
未
整
備
区
間
の
整

備
を
進
め
、
流
下
能
力
の
向
上
な

ど
水
害
対
策
の
強
化
・
促
進
を
早

期
に
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

藤巻水管理・国土保全局長（中央）に要望書を手渡す大塚市長

菅野主計官（中央）に要望書を手渡す大塚市長

松原大臣官房審議官（左）に要望書を手渡す大塚市長

矢崎河川部長（左から2番目）に要望書を手渡す大塚市長矢崎河川部長（左から2番目）に要望書を手渡す大塚市長

心
な
水
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

要
望
内
容

①�

水
道
関
係
予
算
の
継
続
的
・

安
定
的
な
確
保

②�

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
た

「
水
」が
使
え
る
こ
と
の
重
要

性
・
公
共
性
を
鑑
み
た
国
庫

補
助
制
度
の
見
直
し
・
拡
充

③�
水
道
事
業
の
広
域
化
に
資
す

る
交
付
金
の
補
助
率
引
き
上

げ
や
採
択
要
件
の
緩
和


